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がわかる。それに対して、中国系移民の場合は、1980 年代から 2010 年代まで１６の移民映画が制作
されてきたのであるが、それらがすべて中国系監督によるものなのである。非中国系監督による中国
系移民の映画は、ただのひとつも制作されていないという事実は、これまでの先行研究において発表
されていない。そればかりか、移民映画を制作した監督の出自（日系とか中国系といった先祖の民族
性）によってグループ分けし、それぞれのグループの映画の特徴を解明しようとする着眼点は、提示
されたことがなかった。そうした意味でも、本論文はオリジナリティの高い構想を有しているといえ
る。 
しかし、本論文には問題がないわけではない。本論文の部構成に反映されている大きな発見が、十
分に追究されていないことである。なぜ、中国系移民を描く映画は、中国系監督によってしか制作さ
らないのか。それに対して、日系移民を描く映画は、日系監督だけでなく、広くハリウッド監督たち
によって手がけられるのか。この問題に、説得力のある議論は提示されていない。その議論が提示で
きてこそ、本論文は十分に開花したといえるだろう。 
とはいえ、映画の視覚的要素に着眼し、映画の文法に基づいた斬新な分析手法を駆使して独創的な
解釈を展開した本論文の成果は、極めて優れたものであると判断される。 
 
２ 最終試験 
平成３１年１月２９日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のも
と、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査
委員全員一致で合格と判定された。 
 
３ 結論 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（人文科学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
